
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
念
に
作
成
し
た
図
表
に
よ
っ
て
、
こ
の
種
の
犯
罪
の
類
型
と
そ
の
件
数
が
明

　

崩　
二
軍
部
の
反
戦
運
動
対
策
　
　
　
蓑
難
籔
獅
鮮
耀
磁
て
の
矯
磯
㍊
謝
簸

運購
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
の
結
論
は
、
日
本
人
は
酒
に
酔
い
や
す
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

軌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
第
二
部
は
軍
内
部
の
共
産
主
義
と
（
特
に
中
国
で
の
）
敵
方
へ
の
逃
亡

繊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
二
つ
の
関
連
し
た
問
題
を
取
扱
っ
て
い
る
。
軍
内
で
の
共
産
主
義
と
共

将
　
　
資
料
5
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
主
義
者
の
戦
術
の
発
展
に
つ
き
、
簡
単
な
歴
史
的
解
説
を
付
し
て
お
り
、
具

網

呆
陸
軍
の
軍
紀
お
よ
蔵
紀
（
抄
）
　
　
　
琳
籍
渦
難
撫
鯵
貿
葬
義
難
纏
揮
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
四

二
．

＝
一
．
一
七
）
　
　
　
受
け
・
宣
伝
活
動
を
実
行
す
る
た
め
に
原
隊
に
送
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
第
三
部
は
軍
民
間
の
軋
礫
の
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
因
は
、
軍
部
が
民
間
人
に
対
し
て
高
飛
車
で
傲
慢
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ

　
　
　
　

日
本
陸
軍
の
軍
紀
お
よ
び
風
紀
（
特
別
訳
出
第
七
六
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
に
あ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
輔
糠
羅
醐
鯨
　
　
死
四
五
年
青
吉
発
行
　
四
、
第
四
部
は
（
主
と
し
て
財
政
・
会
計
上
の
）
犯
罪
に
つ
い
て
記
し
た
も

　
　
　
（
配
布
先
一
覧
省
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
恐
ら
く
上
級
の
将
校
が
軍
紀
粛
正
の
努
力
を
怠
っ

　
　
　
　
　
こ

こ

に

送
付
す

る
特
別
訳
出
第
七
六
号
は
、
受
領
の
報
告
を
す
る
必
要
　
　
て
き
た
こ
と
に
あ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
実
例
が
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
は

な
い
。
ま
た
、
も
は
や
利
用
価
値
な
き
に
至
っ
た
時
は
焼
却
す
べ
し
。
　
　
　
以
上
、
総
じ
て
本
資
料
は
不
満
に
つ
い
て
の
調
査
で
あ
っ
て
、
特
に
心
理
戦

　
　
　
　
そ
の
揚
合
、
焼
却
を
報
告
す
る
必
要
も
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
問
題
に
関
心
の
あ
る
者
に
と
っ
て
は
何
程
か
の
価
値
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寓
・
い
①
α
Q
Φ
昌
曾
Φ
　
（
署
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（総
司
令
官
の
命
に
よ
り
）
　
　
　
　
　
陸
密
第
三
八
三
三
号

　
　
　
　
　
　
編
者
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
軍
部
内
に
お
け
る
軍
紀
お
よ
び
風
紀
に
関
す
る
調
査
報
告

　
　
　
本
資
料
は
日
本
陸
軍
が
抱
え
る
軍
紀
お
よ
び
風
紀
上
の
多
数
の
問
題
点
に
関
　
　
　
第
六
お
よ
び
関
連
事
項
配
布
の
件

　
　
す

る
包
括
的
報
告
で
あ
り
、
全
体
は
四
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
軍
省
副
官
　
川
原
直
一

　
　
　

’
、

第
ノ
部
は
兵
に
よ
る
上
官
に
対
す
る
犯
罪
の
問
題
を
取
扱
っ
て
い
る
。
　
　
　
配
布
先
　
全
陸
軍
部
隊



　
　

別
紙
文
書
を
教
育
訓
練
上
の
資
料
と
し
て
送
付
す
る
。

　
　
　

報
告
書
第
六
　
陸
軍
部
内
の
軍
紀
お
よ
び
風
紀

　
　
　
　
　

内
容
目
次

　
　
　
一
、
大
東
亜
戦
争
勃
発
以
降
の
上
官
に
対
す
る
犯
罪

　
　
　
二
、
支
那
事
変
以
降
の
陸
軍
内
共
産
主
義
者
の
活
動
お
よ
び
逃
亡

　
　
　
三
、
軍
民
間
の
軋
礫
を
生
ぜ
し
む
る
要
因
（
省
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪
和

　
　
　
四
、
将
校
の
任
慧
慢
に
起
因
す
る
犯
罪
お
よ
び
非
行
（
省
略
）
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
月

　
　
　
　
一
大
東
亜
戦
争
勃
発
以
降
の
上
官
に
対
す
る
犯
罪
　
　
　
　
　
錺

　　
e
概

況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲

　
　

昭
和
十
七
年
一
月
よ
り
七
月
末
に
至
る
期
間
の
軍
隊
内
に
お
け
る
上
官
に
対
　
　
　
　
　
　
　
る
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

す

る
犯
罪
（
抗
命
、
暴
行
、
殺
人
、
璽
、
、
侮
辱
）
は
憲
兵
隊
に
よ
羨
智
　
　
磁

縄朧

響
鰯
囎
撫
嚢
帽
　
雛

　

使
用
、
集
団
犯
罪
、
直
属
上
官
に
対
す
る
反
抗
な
ど
軍
紀
上
の
見
地
か
ら
し
て
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
き
わ
め
て
深
刻
な
反
抗
が
頻
発
し
て
い
る
。
さ
ら
に
兵
の
犯
罪
が
減
少
し
た
の
　
　
　
　
　
　
　
図

　

と
ば
対
照
的
に
、
下
級
将
校
、
准
士
官
、
下
士
官
に
ょ
る
犯
罪
が
増
加
し
て
い

糠　
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
憂
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。
こ
の
種
の
犯
罪
は
発
生
件
数

嗣　
の
み
に
よ
っ
て
単
純
に
判
断
で
き
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
長
期
戦
に
お
い

鰍　
て
は
、
兵
士
の
心
理
状
態
を
調
査
す
る
機
会
が
数
多
く
あ
る
。
す
べ
て
の
階
級

細　
の
将
校
は
こ
れ
ら
犯
罪
の
原
因
を
発
見
し
、
ま
た
兵
士
に
対
す
る
指
導
力
と
管

－
ら
7

年

か

年

17

日
1
7
日

和

1
和
3
1

昭

月
昭
月

昨陶畔剛岬隙算馴
7
ら
1
2

年

か

年

12

日
1
2
日

和
1
和
3
1

昭
．
月
昭
月

年

人
数

　　　　　　　　翻

　
　
顧

　
　
詐

　
　
秘

8
　
紹

7
　
周

　
　
図

　
　
の

）
0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
，
」

人

40
　
3
0
　
2
0
　
1
0
　
　
※

軍

　
理
能
力
を
一
段
と
向
上
す
べ
く
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
揚
所
と
内
容
に
よ
っ
て
次
の
表
の
如
く
分
類
さ
れ
る
。
上
官
に
対
す
る
暴
力
に

63

　
　
⇔
　
近
時
上
官
に
対
す
る
犯
罪
の
特
徴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
る
脅
迫
（
集
団
的
反
抗
と
銃
器
に
よ
る
反
抗
を
含
む
）
は
最
も
多
く
七
一
名

3　
　
　
昭
和
十
七
年
七
月
末
ま
で
に
発
生
し
た
上
官
に
対
す
る
犯
罪
は
、
そ
の
発
生
　
　
に
達
し
た
。
上
官
の
殺
害
あ
る
い
は
傷
害
が
次
に
多
く
四
五
名
で
あ
っ
た
。
こ



4
　
れ
ら
犯
罪
件
数
の
う
ち
関
東
軍
で
発
生
し
た
も
の
が
最
高
で
あ
り
、
次
い
で
内

　

3
　
地
の
順
で
あ
っ
た
。

翻殿勉徽職太部　第

昭
和
十
二
年
i
昭
和
十
七
年
に
発
生
し
た
犯
罪
内
容
と
地
域
区
分

内
　
　
　
　
　
地

関
　
　
東
　
　
軍

華

　
　
　
　
　
北

華

　
　
　
　
　
中

華

　
　
　
　
　
南

南

　
方
　
地
　
域

合

　
　
　
　
計

反
抗

（暴
動

を
含
む
）＝

二二四

「　
一二

〇

将
校
に

対
す

る
暴
行
脅
迫

一
九

一
八

一
四

一
三七

七
一

上
官
に
対
す

る
傷
害
お
よ

び
殺
害

三
二
六

一　
六

八一一

四

五

上
官
に

対

す
る
侮
辱五三四四

一
六

合
　
　
計

四
〇

四

九

一
二
八

一
二
六

一　
一

一　
八

一
五
二

＊
　
集
団
犯
罪
と
銃
器
使
用
に
よ
る
犯
罪
を
含
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
軍

こ

れ

ら
の
犯
罪
に
お
け
る
特
徴
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ー

イ
集
団
犯
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罎

こ

の

期
間
に
お
け
る
上
官
に
対
す
る
集
団
犯
罪
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麻
瞬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
エ
　
ぢ

a
　
反
抗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
件
　
　
四
名
　
　
　
　
　
　
　
　
和
団

b
暴
力
に
よ
る
集
団
脅
迫
　
　
　
　
　
　
　
＝
件
三
一
名
　
　
　
　
　
　
昭
集

幾
別
分
類
　
　
　
ム
ロ
計
三
件
三
五
名
　
　
剛

a
　
内
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
件
　
　
六
名

るす対に官上のでま月　年17和昭％カ発勃

ー
変
体

事

全
支
陸

－
ら
月

年
か

7

17

日
年

和
1
1
7

昭

月
昭

年16昭昨剛年14昭年13昭7
和

年

昭
月

12

ら
1
2

和
か
年

昭

月
1
2

年

罪

数
犯
件

割　
　
　
　

価

割

名
5

（

）
p
D
　
　
O
　
　
F
O
　
　
O
　
　
P
O
　
　
ハ
U

牛
2
　
　
2
　
　
ユ
　
　
ー

G

b
　
関
東
軍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
件
　
一
四
名
　
　
　
d
　
華
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
件
　
　
六
名

。
　
華
北
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
件
　
　
四
名
　
　
　
　
e
　
南
方
地
域
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
件
　
　
五
名



で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
最
も
発
生
頻
度
が
山
目
同
い
の
は
関
東
軍
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
　
　
合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
件
　
　
　
　
五
八
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
こ

支
那
事
変
以
降
の
各
年
の
う
ち
で
、
昭
和
十
三
年
と
昭
和
十
五
年
が
犯
罪
数
に
　
　
　
支
那
事
変
以
来
の
概
況
に
比
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
大
東
亜
戦
争
勃
発
以
降

お

い
て

特
出
し
て
い
る
（
図
二
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
事
件
発
生
の
顕
著
な
増
加
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
（
図
三
参
照
）

　
　
　
ロ

　
銃
器
の
使
用
に
よ
る
犯
罪

　
　
　
こ

の

期
間
の
銃
器
の
使
用
に
よ
る
犯
罪
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
犯
罪
の
内

　
　
容
に
よ
る
分
類
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伺

　
　
　

a

上

官
に
対
す
る
墾
。
ま
た
は
馨
選
六
件
六
名
（
内
四
件
は
華
　
鞍

　
　
　
　

北
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸

　
　
　
b
銃
器
に
よ
る
上
官
璽
、
二
二
件
二
三
名
（
関
東
筆
の
；
一
件
を
　
娯

　
　
　
　

含
む
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総

　
　
　・
銃
器
を
使
用
し
た
集
団
に
よ
る
将
校
へ
の
傷
害
三
件
八
名
（
す
べ
　
勧

　
　
　
　
て
関
東

軍
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　

d
　
上
官
に
対
す
る
銃
器
の
使
用
に
よ
る
暴
行
脅
迫
　
一
七
件
　
一
七
名
　
　
　
　
装

　
　
　
　
（
華
北
で
の
六
件
を
含
む
）
　
　
　
　
　
　
　
　
賦

　
　
　
e
　
上
官
に
対
す
る
銃
器
の
使
用
に
よ
る
集
団
暴
行
脅
迫
二
件
四
名
　
　
　
　
骨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
（
す
べ
て
華
中
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
合
計

五
・
件

五
八
人

　
　
　
　
　
　
　
　
棺

　
　
　
地
域
別
に

分
類

し
た
こ
れ
ら
の
犯
罪
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勧

策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
生
件
数
　
犯
罪
参
加
者
数
　
　
　
　
　
以

醐

内
地
　
　
　
　
　
　
五
件
　
　
五
名
　
　
較

朧
関
東
軍

　
　
　
　
二
・
件
　
二
六
名
　
翅

細
　
　
華
北
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
件
　
　
　
　
五
名
　
　
　
　
　
3

軍

　
　
華
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
件
　
　
　
　
一
二
名
　
　
　
　
　
図

5
　
華
南
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
件
　
　
　
　
一
名

　

3
　
　
南
方
地
域
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
件
　
　
　
　
二
名

1
和

年

昭
月

17

ら
1
2

和

か

年

昭

月
1
7

7
和

年

昭
月

12

ら
1
2

和
か
年

昭

月
1
2

　
匹

　
髄

　
鴎

　
切

　
撰濟綿を

し
害
罪

殺
犯

は
た

た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殺
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
使
刑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銃
陸

）
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
1
酎
ハ
ム

人

8
7
6
5
4
3
2
1
　
　
※



663動姫躍軌澱平

指
揮
官
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
地
位
に
あ
る
直
属
上
官
に
対
す
る
犯
罪
（
昭
和
十
七
年
一
月
一
日
－
昭
和
十
七
年
七
月
三
一
日
）

被
害
者

地
位

司
　
令
官

連

隊

長
一
大
隊
長

指

　
　
　
　
　
揮
　
　
　
　
　
官

病

院

長

薇
晶

合
　
計

階
級

将
官
（
現
）

ア
佐
（
現
）
一
中
佐
（
現
）

少

尉
三
名
（
予
二
不
明
二
名

ア辱
二

不
明

三
名

罐
垂
上

一　
名

一
四
名

加

害
者

准
士
官
（
予
二
少
尉
（
予
）
一
兵
（
現
）

薙
隣
）
三
名
一
伍
長
（
予
二
兵
（
現
）

一丘
ハ
（
現
）

一兵
（
予
三
名
一
兵
（
現
）

准
士

官
（
現
）
華
属

一
五
名

地
　
　
域

内
　
　
　
　
　
　
　
　
地

一
関
東
呈

華

　
　
中
　
粟
北
一
華
－
内
塾

太

（
現
）
現
役
（
予
）
予
備

部謝
　
　
ハ
　
直
属
上
官
に
対
す
る
犯
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
計
　
一
五
二
名
（
内
七
八
名
が
現
役
、
七
四
名
が
召
集
）

　
　
　
次

（
右
）
の
表
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
一
五
名
が
こ
の
期
間
に
お
い
て
中
隊
長
　
　
　
下
士
官
と
そ
れ
以
上
の
階
級
の
将
校
に
比
較
的
犯
罪
件
数
が
多
い
。
一
般
兵

　
　
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
地
位
に
あ
っ
た
直
属
上
官
に
対
す
る
殺
害
、
傷
害
、
脅
　
　
の
犯
罪
件
数
が
下
降
の
傾
向
に
あ
る
の
に
比
較
し
て
将
校
、
准
士
官
、
下
士
官

　
　
迫
、
侮
辱
（
反
抗
を
含
む
）
の
た
め
有
罪
と
な
っ
た
（
こ
の
一
五
名
は
反
抗
を
　
　
の
犯
罪
件
数
は
実
際
に
増
加
の
徴
候
を
示
し
て
い
る
（
図
五
参
照
）
α

　
　
含
む
上
官
に
対
す
る
犯
罪
者
総
数
の
一
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
）
。
予
　
　
　
⇔
　
原
因
と
動
機
に
関
す
る
所
見

　
　
備
役
の
召
集
兵
が
、
所
属
中
隊
の
指
撞
宮
に
対
し
て
お
か
し
た
犯
罪
が
、
最
も
　
　
　
上
官
に
対
す
る
暴
行
、
傷
害
、
侮
辱
等
の
犯
罪
の
主
要
な
直
接
的
原
因
を
整

　
　
頻
度
が
高
い
。
最
も
多
数
の
暴
行
事
件
は
内
地
と
華
中
で
発
生
し
た
。
　
　
　
　
　
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
支
那
事
変
以
降
の
概
況
は
図
四
に
見
ら
れ
る
。
暴
動
の
件
数
が
大
東
亜
戦
争
　
　
　
イ
　
過
失
に
対
す
る
注
意
や
懲
戒
へ
の
憤
激

　
　
開
始
以
降
急
激
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
過
失
に
対
す
る
上
官
の
苛
酷
な
制
裁
へ
の
憤
激

　
　
　
二
　
上
官
に
対
す
る
将
校
の
犯
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
酒
席
で
の
暴
力
犯
罪

　
　
　
こ

の

期
間
で
の
階
級
別
に
分
類
し
た
上
官
に
対
す
る
加
害
者
の
数
は
次
の
通
　
　
　
二
　
昇
進
ま
た
は
特
典
に
関
す
る
不
満
か
ら
生
ず
る
犯
罪

　
　
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
に
も
あ
る
が
飲
酒
を
原
因
と
す
る
暴
力
犯
罪
は
反
抗
件
数
の
総
計
一
二
六

　
　
　
将

校

四

名
（
召
集
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
件
の
う
ち
八
五
件
を
占
め
て
い
る
。

　
　
　
准
士
官
　
三
名
（
内
一
名
が
現
役
、
二
名
が
召
集
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
、
上
官
に
対
す
る
犯
罪
の
原
因
分
析
を
行
な
う
。

　
　
　
下
士
官
　
三
五
名
　
（
内
二
三
名
が
現
役
、
一
二
名
が
召
集
）
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
社
会
事
情
の
変
化
に
基
づ
く
間
接
的
原
因

　
　
　
兵
　
　
　
一
〇
六
名
（
内
五
〇
名
が
現
役
、
五
六
名
が
召
集
）
　
　
　
　
「
　
　
　
a
　
明
治
維
新
以
後
日
本
の
社
会
は
、
自
由
や
国
民
の
権
利
に
関
す
る
西
洋

　
　
　
軍
　
属
　
四
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
－
　
思
想
を
尊
重
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
思
想
ほ
国
民
の
間
に
広
く
普
及



し
、
人
心
を
惑
わ
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
日
清
・
日
露
戦
争
当
時
に
お
い
て
は
　
　
ず
様
々
な
事
件
の
影
響
に
よ
っ
て
国
民
は
そ
れ
ら
の
思
想
へ
の
関
心
を
漸
次
強

こ

れ

ら
の
思
想
は
し
っ
か
り
と
は
根
付
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
　
　
め
て
い
く
と
こ
ろ
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
思
想
は
つ
い
に
は
個

麟）儲欝
　
　鑑

　
　響

　
　
降
田

　
　酬

　
　翻

　
　瀟

策

　
支
ω

対翻
4

騰
図

細軍獅

月
1
7
日

1
昭
3
1

年

も

月

17

ヵ
7

昭

畑
年

昨脇畔職岬剛簿職
7
ら
1
2

年

か

年

12

日
1
2

和

1
和
3
1

昭

月
昭
月

年

害
数

加
者

15

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ワ
ロ

5
　
　
　
　
　
　
行
　
　
　
官
田

－
．
　
　
　
　
暴
　
　
　
上
翫

　
　
　
　
　
　
　
　
寄
　
　
ゆ
田

　
　
　
　
　
　
　　蕩

　
欄
明

B
　
　
　
囎
　
錐

　　　　　　　　脳

　
踊

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
に
ロ

　　　　／
・
鰯
鴎
（

　
　
　
　
　
　
　　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
批

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
軌

　
緻

　
　
　
　
　
給
　
　
劉

　
　

8
　
　
数
　
　
　
犯

　
　
　
　
　
碓

　
脇

　
　
　
　
　
鱒

　
譜

ー
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
の

人

2
　
　
　
1
　
　
　
　
こ

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

1
和

年

昭

月

17

ら
7

和
か
年

昭

月
1
7

昨咄畔晒岬剛畔卿
7
和

年

昭
月

12

ら
1
2

和

か

年

昭

月
1
2

年

人
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
主
義
や
資
本
主
義
の
形
成

　
　
　
　
　
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
　
　
　
7
　
　
に
一
役
か
っ
た
。
平
民
に
対

　
　
　
　
＼
　
　
官
＼
　
．
す
る
駿
の
倉
、
芳
で

　
　
　
　、

　
　
　
牡
＼
　
　
　
権
威
に
対
す
る
軽
蔑
の
念
を

＼

　
　
こ
　
　
伴
い
な
が
ら
成
髭
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

26

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
4
酒
　
　
　
　
4
　
　
　
に
は
社
会
的
混
乱
を
も
た
ら

　
’

　
兵
　
　
　
　
　
　
　
♂
　
　
校

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
環

／
　
　
　
！
将
　
境
で
内
地
に
あ
っ
た
軍
人
は
、

　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
＼
　
　
　
＼
　
　
ま
・
た
。
短
期
間
し
か
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

遡
　
　
　
　
弍
　
m
　
難
親
舵
舗
輸
鞭

もが＼
　
　
　
　
｝
　
　
　
の
紀
禦
軍
事
羅
に
不
可

…　
　
　
　
　
　

欠
で
根
本
的
に

異
質
の
性
格

ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

26

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
5
ズ
’
　
　
　
6
　
　
　
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
理
解

　
　
　／
’
　
　
　
　
／
’
　
　
し
な
い
。
そ
の
結
果
彼
ら
は

　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
、
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
／
　
　
　
軍
隊
生
活
を
嫌
悪
す
べ
き
圧

　
　
　
　
　
　
　
　
／
7
4
　
　
　
　
　
　
　
㍗
・
　
迫
と
み
な
し
、
不
平
不
満
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
大

さ
せ
て
、
紀
律
を
破
る

燈
㎜
㎜
珈
蜘
㎜
9
0
8
0
7
0
6
0
5
0
4
0
3
0
2
0
1
0
0
　
に
至
る
。
初
期
の
予
備
兵
や

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転
属
要
員
そ
れ
に
輻
重
兵
の

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
だ
に
比
較
的
多
数
の
反



8
　
抗
者
の
在
る
こ
と
が
以
上
の
事
実
を
証
明
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
感
情
は
犯
罪
原
因
と
深
い
関
係
が
あ
る
。
兵
な
ど
の
階
級
に
あ
る
者
、
特

　

3
　
　
上
官
に
対
し
反
抗
を
行
な
っ
た
者
の
犯
罪
原
因
に
関
す
る
口
述
書
を
調
べ
て
　
　
に
召
集
兵
や
予
備
兵
は
こ
の
社
会
的
慣
習
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
彼
ら
は
軍
隊

動

　
み

る
と
、
彼
ら
の
考
え
方
を
は
っ
き
り
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
　
　
内
で
の
階
級
の
高
さ
と
年
齢
の
不
調
和
を
ひ
ど
く
気
に
か
け
て
い
る
。
階
級
制

槻
　
「
故
郷
に
帰
れ
ば
お
前
な
ん
か
チ
ン
ピ
ラ
だ
」
、
「
上
官
が
部
下
を
殴
っ
て
も
構
　
　
度
が
彼
与
を
困
惑
さ
せ
、
そ
れ
が
不
満
の
原
因
と
な
り
、
重
大
な
紀
律
無
視
の

反靴
　
わ

な
い
と
い
う
規
則
が
あ
る
の
か
」
、
コ
本
す
じ
や
二
本
す
じ
の
金
す
じ
で
い
　
　
蛍
口
動
や
行
為
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
彼
ら
の
う
ち
の
あ
る
者
は
そ

繊
　
ば

る
ん
じ
ゃ
な
い
そ
L
と
。
明
ら
か
に
こ
こ
に
引
用
し
た
口
述
は
、
兵
士
達
の
　
　
の
不
満
を
発
散
さ
せ
る
機
会
を
一
度
得
た
な
ら
ば
、
上
官
に
対
す
る
許
し
が
た

評
　
気
持

を
表
わ
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
犯
罪
を
犯
す
に
至
る
の
で
あ
る
。

部

　
　
b
　
日
露
戦
争
当
時
一
般
的
に
は
中
学
校
程
度
の
教
育
を
受
け
た
兵
士
は
皆
　
　
　
彼
ら
は
、
反
抗
時
に
次
の
よ
う
な
言
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
「
お
前
な
ど
ヒ

卸
　
無
と
言
っ
て
よ
か
っ
た
。
一
つ
の
部
隊
に
通
常
二
、
三
人
以
上
の
中
卒
者
は
い
　
　
ヨ
ッ
コ
じ
ゃ
な
い
か
」
「
お
前
は
、
ほ
ん
の
こ
の
前
ま
で
は
た
だ
の
見
習
士
官

　
　

な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
で
は
国
民
の
教
育
の
平
均
水
準
は
か
な
り
向
　
　
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
」
「
お
前
は
二
三
歳
だ
が
、
俺
は
三
四
歳
だ
。
お
前
は
ほ

　
　
上

し
、
中
学
校
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
学
校
の
卒
業
者
が
入
隊
し
て
い
る
。
さ
　
　
ん
の
子
供
だ
」
「
文
句
を
言
う
前
に
、
お
前
の
よ
う
な
若
輩
は
も
っ
と
一
所
懸

　
　

ら
に
一
般
の
兵
士
も
青
年
学
校
、
夜
間
学
校
、
出
版
物
等
を
利
用
し
て
学
力
、
　
　
命
に
働
け
」
と
い
っ
た
侮
辱
的
な
言
動
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
自
ら
を
慰
め
た
の

　
　
能
力
を
向
上
せ
し
め
て
い
る
。
多
く
の
者
は
、
自
分
が
准
士
官
と
比
べ
て
す
ぐ
　
　
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
言
動
の
当
然
の
帰
結
が
暴
力
行
為
と
な
る
こ
と
は
容
易

　
　

れ
て

い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
一
般
国
民
の
誤
て
る
態
度
に
な
ら
　
　
に
予
測
で
き
よ
う
。

　
　
っ

て
、
彼
ら
は
万
事
に
つ
け
批
判
的
な
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
　
　
b
　
現
役
将
校
、
特
に
士
官
学
校
を
卒
業
し
た
将
校
に
は
年
齢
に
不
相
応
な

　
　

そ
の
結
果
、
控
え
目
に
言
っ
て
も
彼
ら
は
尊
大
で
あ
り
、
直
属
上
官
で
あ
る
下
　
　
階
級
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
彼
ら
に
向
け
ら
れ
る
暴
力
行
為
の
一
つ
の

　
　

級
将
校
に

対
し
優
越
感
を
抱
く
に
至
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
上
官
の
敬
礼
の
仕
方
　
’
理
由
が
あ
る
。

　
　
や
歩
調
の
と
り
方
に
つ
い
て
毎
度
批
判
す
る
こ
と
に
な
る
。
将
校
が
適
切
で
な
　
　
　
下
士
官
の
間
で
は
現
役
、
予
備
お
し
な
べ
て
、
侮
辱
や
反
抗
の
原
因
は
極
め

　
　
い
行
為
で
も
し
よ
う
も
の
な
ら
、
彼
ら
は
密
か
に
そ
の
将
校
を
軽
蔑
す
る
の
で
　
　
て
多
種
多
様
だ
が
、
お
そ
ら
く
相
当
数
が
年
齢
に
不
相
応
な
階
級
が
将
校
に
与

　
　

あ
る
。
そ
う
し
た
態
度
が
抗
命
や
軍
の
紀
律
違
反
を
生
み
、
そ
れ
が
漸
次
増
加
　
　
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
発
生
し
て
い
る
。
次
の
よ
う
な
言
動
に
注
目
し
て
お

　
　

し
て
い
っ
て
し
ば
し
ば
犯
罪
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
将
校
と
下
士
官
　
　
く
必
要
が
あ
る
。
「
お
前
は
俺
と
同
年
兵
だ
。
俺
は
お
前
を
幹
部
候
補
生
殿
と

　
　
の

軍
事
的
能
力
、
教
育
、
常
識
が
改
善
さ
れ
、
軍
紀
を
高
い
水
準
で
保
持
す
る
　
　
呼
べ
る
か
」
「
お
前
が
た
だ
の
新
入
だ
っ
た
時
、
俺
は
古
兵
だ
っ
た
の
だ
」
「
お

　
　

た

め
の
訓
練
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
の
尻
な
ど
ま
だ
青
い
」

　
　
　

ロ

　
年
齢
に
比
し
て
階
級
が
大
き
く
隔
絶
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
原
因
　
　
　
　
ハ
　
上
官
の
性
向
、
訓
練
、
活
動
上
の
欠
点

　
　
　

a
　
我
国
の
一
般
社
会
で
は
年
長
者
に
対
し
敬
意
を
持
つ
の
が
慣
習
で
あ
る
。
　
　
a
　
上
官
が
人
事
問
題
や
任
務
分
担
に
つ
い
て
不
公
平
な
処
置
を
講
ず
れ
ば



　
　
恨
み

を
買
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
部
下
が
多
く
の
問
題
で
、
上
官
が
自
分
に
偏
　
　
な
る
。
も
し
将
校
が
哀
願
口
調
を
用
い
る
な
ら
ば
、
部
下
た
ち
は
将
校
が
意
図

　
　
見

を
抱
い
て
い
る
と
信
じ
る
な
ら
ば
敵
意
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
　
　
し
た
も
の
と
別
の
も
の
が
そ
こ
に
か
く
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
し
ま
う
。
そ
し

　
　
し
た
事
実
に
よ
っ
て
将
校
は
上
官
と
し
て
無
能
力
を
露
呈
し
、
指
揮
官
と
し
て
　
　
て
軍
紀
は
乱
れ
、
上
官
は
侮
辱
さ
れ
る
。

　
　
の

資
格

を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
欠
点
の
あ
る
将
校
　
　
　
将
校
の
う
ち
に
は
、
自
ら
率
先
し
て
女
郎
屋
に
出
か
け
、
遊
び
廻
り
、
部
下

　
　
は

常
に
用
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
部
下
に
敵
意
を
抱
か
せ
て
い
る
徴
候
を
　
　
と
も
ど
も
酔
っ
ぱ
ら
い
、
喧
嘩
に
加
わ
る
も
の
が
い
る
。
そ
う
し
た
者
た
ち
が

　
　
見
出
し
た
な
ら
ば
、
将
校
は
た
だ
ち
に
従
来
の
態
度
を
顧
み
、
そ
の
よ
う
な
従
　
　
部
下
か
ら
暴
行
を
受
け
る
の
は
き
わ
め
て
当
然
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
　
来
の
態
度
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
よ
う
な
将
校
は
反
抗
を
助
長
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
多
く
の
将
校
、
准
士
官
、
下
士
官
が
山
目
同
潔
な
人
格
を
有
し
、
部
下
の
絶
対
的
　
　
　
c
　
若
い
将
校
の
側
で
の
指
導
力
や
監
督
能
力
の
欠
如
は
、
軍
紀
に
影
響
を

　
　
信
頼
と
服
従
と
尊
敬
を
受
け
、
深
く
敬
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
　
　
及
ぼ
す
。
こ
う
し
た
能
力
の
欠
如
は
、
反
抗
を
犯
す
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
な

　
　
将
校
に

対
す

る
深
い
怨
恨
を
部
下
の
悪
意
の
み
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
　
り
、
時
と
し
て
犯
罪
の
原
因
と
な
る
。

　
　
　
部
下
の

犯
罪
の
犠
牲
に
な
る
以
前
の
上
官
の
態
度
や
指
揮
が
将
校
に
ふ
さ
わ
　
　
　
二
　
飲
　
酒

　
　
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
彼
が
部
下
に
対
し
ど
な
っ
た
り
、
　
　
　
明
ら
か
に
洒
は
し
ば
し
ば
犯
罪
の
原
因
も
し
く
は
動
機
と
な
る
。
第
一
に
酔

　
　
罵
署
雑
言

を
浴
せ
た
り
、
乱
暴
を
ふ
る
っ
た
り
、
殴
打
を
加
え
る
な
ど
苛
酷
な
　
　
い
は
日
頃
の
怨
恨
を
増
大
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
ル
コ
ー
ル
は
人
を
大
胆
に

　
　
行
い
を
し
な
か
っ
た
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
状
態
は
　
　
さ
せ
、
前
々
か
ら
企
図
さ
れ
た
反
抗
に
踏
み
切
ら
せ
る
。

　
　
憂
慮
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
将
校
の
平
常
の
指
揮
に
嫌
疑
を
向
　
　
　
第
二
に
、
今
日
周
知
の
よ
う
に
洒
席
は
犯
罪
を
生
ぜ
し
め
る
喧
嘩
の
場
と
な

　
　
け
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
犯
罪
の
隠
れ
た
原
因
を
追
求
す
る
な
ら
ば
、
　
っ
て
い
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
が
犯
罪
の
原
因
と
な
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
上
官
た
る
将
校
の
短
気
、
罵
言
、
殴
打
が
、
犯
罪
原
因
の
一
半
を
な
し
て
い
る
　
　
少
な
く
と
も
犯
罪
件
数
全
体
の
六
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
絡
ん

　
　
と
結
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
お
り
、
犯
罪
と
ア
ル
コ
ー
ル
と
の
間
の
深
い
因
果
関
係
を
示
し
て
い
る
。
軍

策

　
　
b
　
戦
闘
中
の
臆
病
な
行
為
、
義
務
の
怠
慢
、
常
時
劣
悪
な
指
揮
振
り
等
、
　
　
紀
確
立
の
見
地
か
ら
み
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
充
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

齢
指響
た
る
下
級
将
校
の
軍
事
的
能
力
の
欠
如
は
部
下
の
信
頼
を
こ
わ
す
．
他
四
上
寡
る
吉
に
対
す
る
犯
罪
を
防
止
す
る
方
法

購　
の

面
で
将
校
の
行
為
が
可
で
あ
る
と
し
て
も
彼
ら
は
部
下
の
服
従
を
強
要
し
得
　
　
　
イ
　
指
揮
官
た
る
高
級
将
校
の
指
導
力
、
監
督
能
力
、
判
断
力
向
上
の
必
要

細
　
な
い
し
、
尊
敬
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
彼
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
　
　
　
a
　
他
の
反
抗
と
異
な
っ
て
上
官
に
対
す
る
公
然
た
る
反
抗
は
突
然
起
こ
り

軍

　
ら
え
て
侮
辱
さ
れ
る
に
至
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ち
で
あ
る
が
、
普
通
そ
の
予
兆
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
指
揮
官
た
る
高
級
将

69

　
　
将
校
が
軍
事
的
習
練
を
欠
い
て
い
る
な
ら
ば
、
彼
の
命
令
が
こ
の
上
な
く
厳
　
　
校
は
、
部
下
の
軍
紀
弛
緩
の
徴
候
を
見
出
し
た
と
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
、
指

3
　
密
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
行
動
よ
り
も
前
に
議
論
が
始
ま
る
こ
と
に
　
　
導
者
と
し
て
の
資
質
を
欠
い
て
い
る
と
判
断
す
る
な
ら
ば
、
問
題
が
発
展
す
る



。

　

前
に
で
き
る
限
り
の
善
後
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
確
た
る
軍
紀
と
団
　
　
で
あ
っ
た
か
、
も
し
く
は
問
題
の
存
在
に
気
づ
く
時
期
を
失
し
て
し
ま
っ
た
こ

ア
3
　
結
心
の
あ
る
部
隊
で
は
、
上
官
た
る
将
校
に
対
す
る
犯
罪
は
決
し
て
生
じ
な
い
。
　
と
な
ど
に
見
ら
れ
る
指
導
性
の
欠
如
が
往
々
見
ら
れ
る
。
上
官
の
指
導
が
適
切

動

　

し
か
し
な
が
ら
指
揮
官
た
る
立
場
上
、
不
平
不
満
を
耳
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
　
　
な
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
問
題
は
防
止
で
き
た
か
、
も
し
く
は
、
一
件
だ
け
の

運蹴
　
は

ず
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
問
題
の
存
在
に
気
づ
か
な
い
か
、
あ
る
い
は
ま
た
　
　
事
件
発
生
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

靴
　
そ
れ
を
知
ら
な
い
た
め
に
不
満
を
無
視
し
て
し
ま
う
山
。
同
級
将
校
が
い
る
。
問
題
　
　
　
ロ
　
下
級
将
校
の
能
力
向
上
の
必
要

繊
　
が
相
当
深
刻
に
な
っ
て
初
め
て
彼
ら
は
処
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
。
予
備
役
の
　
　
　
a
　
若
い
将
校
は
能
力
不
十
分
の
故
に
、
部
下
を
指
導
し
統
制
す
る
自
信
を

ギ評
　
隊
付
将
校
や

中
隊
長
の
う
ち
に
、
こ
う
し
た
軟
弱
な
者
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
　
　
欠
い
て
お
り
、
そ
の
た
め
権
威
を
失
墜
せ
し
め
る
。
そ
の
結
果
部
下
か
ら
侮
ら

部
　
多
く
の
犯
罪
は
、
内
地
な
ど
に
駐
屯
し
て
い
る
後
備
部
隊
も
し
く
は
後
備
軍
に
　
　
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
上
官
た
る
将
校
に
対
し
て
犯
さ
れ
た
犯
罪
の
原
因
で
あ
っ

イ
第
　
お
い
て
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
切
迫
し
た
問
題
を
察
知
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
　
　
た
と
い
う
実
例
は
無
数
に
あ
る
。
将
校
の
な
か
で
こ
の
弱
点
を
も
つ
の
は
予
備

　
　

る
し
、
軍
隊
が
国
家
生
存
の
た
め
の
戦
争
を
戦
い
抜
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
　
役
中
少
尉
で
あ
り
、
准
士
官
の
な
か
で
は
予
備
役
と
現
役
の
一
部
で
あ
る
軍
曹

　
　
こ

う
し
た
状
態
を
改
め
る
こ
と
は
極
め
て
緊
要
な
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
と
伍
長
で
あ
る
。

　
　
　
b
　
部
隊
指
揮
官
た
る
高
級
将
校
は
こ
の
種
の
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
た
　
　
　
b
　
予
備
士
官
学
校
の
卒
業
者
は
経
験
は
な
い
が
、
以
前
に
卒
業
し
た
将
校

　
　
め
に
、
以
下
の
点
に
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
も
す
で
に
か
な
り
昇
進
し
て
い
る
。
彼
ら
は
将
来
に
お
い
て
向
上
を
図
ら

　
　
　
ω
下
士
官
や

兵
間
の
傾
向
。
不
平
不
満
の
声
、
上
官
た
る
将
校
へ
の
批
判
を
　
　
ね
ば
な
ら
な
い
。
中
尉
と
し
て
卒
業
し
た
も
の
は
向
上
を
図
り
、
少
尉
や
中
尉

　
　
　
　
意
味
す
る
発
言
、
あ
る
い
は
憤
葱
や
悲
嘆
の
声
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
　
で
欠
点
の
あ
る
者
は
系
統
的
に
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
働
部
下
に

対

し
上
官
が
苛
酷
あ
る
い
は
不
公
平
な
態
度
を
示
す
揚
合
。
　
　
　
　
　
c
　
下
士
官
の
能
力
を
向
上
す
る
う
え
で
次
の
点
に
注
意
が
払
わ
れ
よ
う
。

　
　
　
㈹
将
校
が

だ
ら
し
な
い
性
格
で
あ
る
揚
合
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
士
官
候
補
者
学
校
を
卒
業
し
た
下
士
官
は
、
概
し
て
優
秀
で
あ
る
。
し
か

　
　
　
傾
兵
が
乱
暴
、
常
時
洒
乱
症
で
だ
ら
し
の
な
い
性
格
で
あ
る
場
合
。
　
　
　
　
　
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
戦
時
に
必
要
な
下
士
官
全
体
の
極
め
て
わ
ず
か
な
部
分
を

　
　
　
そ

の

よ
う
な
事
例
に
留
意
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
正
規
の
手
つ
づ
き
を
経
て
　
　
占
め
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
は
中
核
と
い
う
に
と
ど
ま
る
。

　
　
上
申
せ
よ
。
適
切
な
処
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
問
題
の
発
生
　
　
　
下
士
官
の
問
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
優
秀
な
者
も
い
れ
ば
、
劣
等
の
者

　
　
を
防
止
す
る
こ
と
が
一
般
に
可
能
で
あ
る
と
信
ず
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
い
る
。
と
り
わ
け
兵
員
の
異
動
転
属
時
に
彼
ら
の
間
で
争
い
が
生
じ
る
。
人

　
　
　
c
　
は
じ
め
て
犯
罪
を
犯
し
た
時
に
、
指
揮
官
と
し
て
適
任
の
将
校
に
め
ぐ
　
　
事
問
題
の
処
置
に
関
す
る
不
公
平
に
つ
い
て
の
大
概
の
不
満
は
、
こ
の
こ
と
が

　
　
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
累
犯
を
重
ね
た
者
が
全
体
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
そ
　
　
原
因
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
種
の
異
動
、
転
属
に
は
十
分
に
注
意
を
払
う
必
要

　
　
れ
以
上
の

割
合
で
存
在
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
そ

う
し
た
事
例
の
根
本
に
は
、
上
官
た
る
将
校
の
判
断
が
当
初
か
ら
不
適
切
　
　
　
ハ
　
在
郷
軍
人
の
軍
紀
風
紀
は
厳
格
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
の
在
郷



　
　
軍
人

は
、
国
内
の
社
会
的
腐
敗
に
感
化
さ
れ
る
。
彼
ら
は
軍
人
精
神
、
と
り
わ
、
将
校
に
対
す
る
犯
罪
の
大
部
分
が
私
的
制
裁
へ
の
怨
恨
の
せ
い
で
あ
る
こ
と
を

　
　
け
任
務
を
通
じ
て
教
え
こ
ま
れ
る
紀
律
を
忘
れ
る
。
彼
ら
は
す
ぐ
に
悪
習
に
染
　
　
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
。

　
　
ま
り
、
つ
い
に
は
紀
律
弛
緩
に
陥
る
。
こ
の
状
態
は
特
に
短
期
間
の
訓
練
し
か
　
　
　
自
分
自
身
で
制
裁
を
加
え
た
将
校
は
、
酔
態
に
あ
る
者
と
異
常
な
暴
力
癖
の

　
　
受
け
て
い
な
い
補
充
要
員
と
輻
重
兵
の
間
に
広
が
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
将
　
　
あ
る
者
と
に
区
分
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
し
た
性
癖
あ
る
将
校
に
対
し

　
　
来
の
戦
争
に
備
え
る
た
め
に
は
国
民
の
決
意
を
強
固
に
し
、
そ
し
て
予
備
兵
の
　
　
部
下
が
ど
う
し
て
従
順
で
忍
耐
強
く
服
し
て
い
ら
れ
よ
う
か
。
反
抗
は
当
然
で

　
　
訓
練
と
指
導
に
よ
り
多
く
の
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
あ
え
て
言
え
ぱ
、
そ
の
よ
う
な
将
校
は
他
の
将
校
に
対
す
る
犯
罪
を
助

　
　
　
二
　
将
校
に

よ
る
私
的
制
裁
は
排
除
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
　
　
　
　
　
　
　
長
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
私
的
制
裁
は
指
揮
官
た
る
将
校
の
命
令
や
指
令
に
よ
っ
て
従
来
も
厳
し
く
禁
　
　
　
ホ
　
飲
酒
の
悪
影
響
へ
の
対
策

　
　
止

さ
れ
て
き
た
が
、
そ
う
し
た
制
裁
は
相
当
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て
き
た
。
　
　
　
　
　
a
　
飲
酒
は
兵
士
達
に
快
適
な
気
分
を
与
え
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
兵
士
に

　
　
　
下
級
将
校
の

一
部
は
、
私
的
制
裁
が
横
柄
な
兵
を
思
い
の
ま
ま
に
動
か
す
唯
　
　
と
り
唯
一
の
慰
め
で
あ
る
の
で
、
軍
隊
の
成
果
と
飲
酒
と
は
じ
つ
に
密
接
に
関

　
　
一
の
方
法
だ
と
信
じ
て
い
る
。
合
法
的
な
刑
罰
や
度
々
の
警
告
で
な
く
、
厳
し
　
　
連
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
過
度
の
飲
酒
の
害
は
す
で
に
記
し
た
通
り
で
あ

　
　
い
私
的

な
制
裁
の
ほ
う
が
最
も
わ
か
り
や
す
い
軍
隊
の
や
り
方
だ
と
考
え
て
い
　
　
る
。
日
露
戦
争
後
ロ
シ
ア
の
軍
隊
は
、
飲
酒
が
敗
北
の
重
要
な
原
因
で
あ
っ
た

　
　
る
下
士
官
が
多
く
い
る
。
将
校
が
兵
を
殴
打
す
る
く
ら
い
の
根
性
が
な
け
れ
ば
、
　
と
し
て
飲
酒
を
禁
止
し
た
。
こ
の
事
実
は
そ
の
危
険
の
ほ
ど
を
示
し
て
い
る
。

　
　
彼
は
指
揮
官
た
る
将
校
と
し
て
不
適
格
だ
と
す
る
考
え
が
広
ま
っ
て
い
る
。
我
　
　
　
b
　
飲
酒
は
日
本
国
民
の
間
で
広
く
行
き
わ
た
っ
た
慣
習
で
あ
る
に
せ
よ
、

　
　
軍
内
の
こ
う
し
た
無
秩
序
状
態
に
お
い
て
は
、
上
部
か
ら
の
指
令
も
上
官
の
注
　
　
ア
ル
コ
ー
ル
に
ま
つ
わ
る
好
ま
し
か
ら
ざ
る
事
例
は
き
わ
め
て
多
い
。
た
と
え

　
　
意

も
良
い
結
果
を
生
み
出
す
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
宴
会
で
の
飲
酒
で
少
な
く
と
も
二
、
三
人
の
者
が
酔
態
を
呈
し
て
は
じ
め
て

　
　
　
上
官
た

る
将
校
は
公
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
官
は
公
然
と
刑
罰
を
科
　
　
そ
の
催
し
は
成
功
と
さ
れ
る
。
ま
た
家
庭
に
お
い
て
さ
え
訪
問
客
を
酒
に
酔
わ

　
　
す
べ
き
で
あ
る
。
些
細
な
反
抗
か
重
罪
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
け
っ
し
て
自
分
だ
　
　
せ
る
の
が
最
高
の
歓
待
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
ど
ん
な
に
暴
力
的
で
乱
暴
な
言

策

　
け
で
処
罰
し
て
は
な
ら
な
い
。
今
日
の
意
識
杢
目
同
く
な
っ
て
い
る
下
士
官
は
私
　
　
動
や
態
度
を
と
っ
て
も
酒
席
の
う
え
で
の
無
礼
講
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
こ
の
種

醐
　
的
制
裁

を
ひ
ど
く
恨
む
。
結
局
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
階
級
間
の
隔
り
を
広
め
　
　
の
慣
習
に
親
し
ん
で
き
た
成
年
や
在
郷
軍
人
は
こ
の
慣
習
に
入
隊
後
苦
し
め
ら

朧
て

し
ま
2
と
と
な
る
．
　
　
　
　
　
　
れ
る
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
笑
隊
後
し
ば
し
ば
限
度
を
勢
て
飲
み
、
程
違

緬
　
　
指
揮
官
た

る
将
校
自
ら
が
実
際
に
罪
を
犯
す
限
り
、
私
的
制
裁
が
、
諸
階
級
　
　
反
を
犯
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

軍
　
の
あ
い
だ
で
根
絶
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
は
確
実
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
c
　
こ
の
好
ま
し
か
ら
ざ
る
事
態
を
根
絶
す
る
た
め
節
酒
の
厳
し
い
強
制
が
、

、
　
　
上
官
に
対
す
る
反
抗
者
の
大
部
分
が
将
校
の
処
罰
方
法
を
恨
み
、
彼
ら
の
一
　
　
飲
酒
の
禁
止
に
先
立
っ
て
追
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
酔
っ
払
い
は
厳
し
く
罰

フ
3
　
部
は
、
私
的
制
裁
を
受
け
る
と
き
に
突
然
反
抗
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
　
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
宴
会
の
際
や
家
庭
で
ア
ル
コ
ー
ル
を
無
理
に
強
い
る
の



2
　
も
道
徳
的
に
は
好
ま
し
く
な
い
。
い
く
つ
か
の
具
体
策
は
以
下
に
示
す
通
り
で
　
　
　
支
那
事
変
に
お
い
て
兵
士
の
最
高
年
齢
は
大
体
三
〇
歳
で
あ
っ
た
。
三
〇
歳

フ
3
　
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
越
し
た
男
性
は
前
線
で
の
任
務
に
不
適
当
だ
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な

動

　
　
ω
未
成
年
者
の
禁
酒
を
厳
格
に
実
施
す
る
こ
と
。
犯
罪
処
罰
憲
兵
隊
規
則
に
　
　
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
国
で
三
四
歳
、
三
五
歳
の
年
齢
の
人
達
は
血
気
盛
ん
な
頃

運蹴
　
よ
っ
て
禁
止
が
決
め
ら
れ
て
い
る
は
ず
に
も
拘
ら
ず
、
多
く
が
違
反
し
て
い
る
。
　
で
あ
り
、
軍
の
任
務
に
不
適
当
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
無
論
年
配
者
は

鉦
　
　
働
成
年
に
達
し
た
若
い
人
々
に
よ
る
飲
酒
の
助
長
と
誘
惑
を
で
き
る
限
り
排
　
　
気
力
が
低
下
し
、
動
作
が
緩
慢
で
兵
士
間
に
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
る
と
さ
れ
る
。

轍
　
除
す

る
こ
と
。
あ
る
特
定
の
地
域
の
青
年
が
ど
の
よ
う
に
し
て
酒
を
飲
み
始
め
　
　
さ
ら
に
彼
ら
の
大
部
分
に
妻
子
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
は
自
分
の
家
庭
を
気

評
　
る
か
に
関
し
て
の
調
査
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
揚
合
年
長
者
に
責
任
が
あ
る
　
　
遣
う
。
彼
ら
が
多
か
れ
少
か
れ
臆
病
だ
と
す
る
批
判
は
、
時
と
し
て
こ
の
事
実

部

　
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
理
解
す
る
こ
と
な
く
な
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
人
と
し
て
、
彼
ら

　
第
　
　
㈹
酒
保
、
食
堂
な
ど
に
お
い
て
ア
ル
コ
ー
ル
販
売
量
を
制
限
し
節
酒
の
強
制
　
　
は
前
線
任
務
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
う
議
論
を
拒
絶
す
る
。

　
　
を
実
施
す
る
こ
と
。
厳
し
い
刑
罰
が
酔
っ
払
い
に
よ
る
暴
力
に
対
し
て
と
同
様
　
　
　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
上
官
に
対
す
る
犯
罪
と
い
う
見
地
か
ら
す
る
と
予
備

　
　
に
街
頭
で
の
風
紀
素
乱
行
為
に
対
し
て
も
科
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
兵
の
中
に
反
抗
者
の
数
が
あ
ま
り
に
多
い
こ
と
、
特
に
若
い
将
校
に
対
す
る
反

　
　
　
㈲
公
の
道
徳
に
対
し
好
ま
し
く
な
い
言
動
や
態
度
を
生
み
出
す
酔
っ
払
い
は
　
　
抗
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
憂
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
予
備
兵
は
彼
ら
が
年
長
者
で

　
　
許
さ
な
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
こ
と
を
鼻
に
か
け
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
若
い
将
校
を
軽
蔑
し
て
い
る
の

　
　
　
㈲
客
に
対
す
る
酒
の
強
要
が
歓
待
の
方
法
で
な
い
こ
と
を
理
解
さ
せ
な
け
れ
　
　
で
あ
る
。
彼
ら
は
若
い
兵
士
に
誤
っ
た
考
え
を
注
入
し
、
好
ま
し
く
な
い
手
本

　
　
ば

な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
示
す
。
ま
た
若
い
青
年
を
惑
す
よ
う
な
こ
と
も
し
て
き
た
。
さ
ら
に
職
務
の

　
　
　
㈲
部
隊
に
お
い
て
も
ア
ル
コ
ー
ル
の
配
給
量
と
販
売
量
の
制
限
を
す
る
。
一
　
　
怠
慢
は
古
年
兵
の
中
に
多
い
。
そ
れ
が
結
果
的
に
若
い
兵
士
の
憤
激
を
買
う
こ

　
　
大
決
意

を
も
っ
て
節
酒
の
強
制
実
施
を
図
る
。
酔
っ
払
い
か
ら
生
ず
る
紀
律
と
　
　
と
に
な
る
。
こ
れ
が
古
年
兵
の
悪
評
の
原
因
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
部
隊
編
成

　
　
風
紀
の
馳
緩
が
生
じ
た
場
合
は
厳
し
い
姿
勢
を
と
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
な
す
揚
合
、
こ
れ
ら
の
要
因
を
考
慮
し
、
古
年
兵
の
悪
影
響
を
最
小
限
に
食

　
　
　
へ
　
年
齢
と
階
級
が
隔
絶
し
た
入
物
を
避
け
た
部
隊
編
成
に
す
る
こ
と
。
　
　
　
い
止
め
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
官
に

対
す
る
犯
罪
の
要
因
（
件
数
と
地
域
　
昭
和
十
七
年
一
月
－
七
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
地
一
関
東
軍
華
北
冨
中
冨
里
南
方
畿
一
合
計

一　

暴
力
脅
迫
、
傷
害
、
侮
辱

注
意

と
懲
戒
に
対
す
る
憤
激

四
一
　
三
　
七一

　
＝
二
　
二
　
ー
一
　
三
五
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過
失
に

対
す

る
苛
酷
な
制
裁
へ
の
憤
激

二

四

二

六

一
四

昇
進
と
特
典
に
関
す
る
不
平

四

三

一

｝　
i
一
　
八

暴
力
に
よ
る
統
制
に
対
す
る
憤
激

一　
四
一
　
一

一

六

酔
っ
払
い

｝
　
六
一
　
三
　
四
一
　
一

一　
ー

一
四

個
入
的
恥
辱

一　
二
　
　
二
　
　
二

一

五

侮
　
辱

一　
三
　
　
二
　
i

三

敵
悔
心

一　

ー
一
　
　
二
　
　
ニ
　
ー

一　

1
一
　
　
二
　
　
二
　
ー
一
　
i

二

叱
責
さ
れ
た
こ
と
へ
の
憤
激

一　
二

制
裁
へ
の
怨
恨

一　
一

一　
ー

一

一　
i
一

ー
一

1
一

二

任
務
山
父
替
へ
の
怨
恨

一
　
三

1
一

i
一

ー
一

1
一

ー
一

二

訓
練
…
方
法
へ
の
不
満

一　

－
一
　
－
一
　
　
二
　
ー
一
　
－
一
　
－

一

そ

の

他

一　
三

七
「
　
1
「
　
一

［　
四

一
五

二
　
反
抗

飲
酒
と
娯
楽
の
追
及

一　
七
一
　
二
　
、
二
　
一

ニ
　
ー

二

反
抗
の
露
見
へ
の
恐
怖

［　

三
　
　
－
一
　
i
一
　
1

二

任
務
復
帰
へ
の
怠
慢

「

　
1

「
　
ニ
　
ー

一　

三
　
　
二
　
　
二
　

i

一

そ

の

他

四

合
　
　
　
計

一　
三
六

三

五

　
二
三
　
二
四
「
　
二
　
旦
三
六
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